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温泉地で活用できる事業について

温泉熱利用・発電設備の導入、設備の高効率化改修

民間企業等による再エネの導入及び地域共生加速化事業のうち、
（２）設置場所の特性に応じた再エネ導入・価格低減促進事業

環境省
地球環境局地球温暖化対策課地球温暖化対策
事業室

6

その他の脱炭素関連

業務用建築物の脱炭素改修加速化事業
環境省
地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策
事業室／住宅・建築物脱炭素化事業推進室

9

地域脱炭素実現に向けた具体的施策実装支援事業のうち、
（１）具体的な脱炭素施策の検討・実施支援

環境省
大臣官房地域脱炭素政策調整担当参事官室 10

地域の防災拠点や避難施設となる公共施設の脱炭素化・レジリエンス強化
環境省
大臣官房 地域脱炭素推進審議官グループ 地域
脱炭素事業推進課
（浄化槽について） 環境再生・資源循環局 廃
棄物適正処理推進課浄化槽推進室

12

民間企業等による再エネの導入及び地域共生加速化事業のうち、
（１）ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業

環境省
地球環境局地球温暖化対策課地球温暖化対策
事業室

13

「脱炭素×復興まちづくり」推進加速化事業
環境省
環境再生・資源循環局 福島再生・未来志向プ
ロジェクト推進室

15

この資料は、環境省温泉地保護利用推進室にて、令和８年度政府予算（案）（一部令和７年度補正予算を含む）のうち、温泉
地で活用できる可能性がある主な補助金・交付金等をピックアップしたものです。すべての事業が網羅されているわけではな
い点についてご留意下さい。
事業名 担当省庁・課室 頁
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事業名 担当省庁・課室 頁

その他の脱炭素関連

建築物等のZEB化・省CO2化普及加速事業のうち、
（１）ZEB普及促進に向けた省エネルギー建築物支援事業

環境省
地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策
事業室／住宅・建築物脱炭素化事業推進室

16

建築物等のZEB化・省CO2化普及加速事業のうち、
（２）ライフサイクルカーボン削減型の先導的な新築ZEB支援事業

環境省
地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策
事業室／住宅・建築物脱炭素化事業推進室

18

建築物等のZEB化・省CO2化普及加速事業のうち、
（３）水インフラにおける脱炭素化推進事業

環境省
地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策
事業室/水・大気環境局 環境管理課

19

建築物等のZEB化・省CO2化普及加速事業のうち、
（５）省CO2化と災害・熱中症対策を同時実現する施設改修等支援事業

環境省
地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策
事業室／住宅・建築物脱炭素化事業推進室／大
臣官房 環境保健部企画課 熱中症対策室

20

Scope3排出量削減のための企業間連携による省CO2設備投資促進事業 環境省
地球環境局地球温暖化対策課地球温暖化対策
事業室

21

脱炭素技術等による工場・事業場の省CO2化加速事業（SHIFT事業） 環境省
地球環境局地球温暖化対策課地球温暖化対策
事業室

22

浄化槽システムの脱炭素化推進事業
環境省
環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 
浄化槽推進室

23
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事業名 担当省庁・課室 頁
インバウンド・観光関連（環境省予算）

国立公園利用拠点滞在環境等上質化事業 環境省
自然環境局 国立公園課、自然環境整備課 24

国立公園等多言語解説等整備事業 環境省
自然環境局 国立公園課 25

ウェルビーイング観光推進事業 環境省
水・大気環境局 環境管理課 環境創造室 26

エコツーリズムを通じた地域の魅力向上事業 環境省
自然環境局 国立公園課 国立公園利用推進室 27

インバウンド・観光関連（観光庁予算）

オーバーツーリズムの未然防止・抑制をはじめとする観光地の受入環境整備の促進 観光庁参事官（外客受入） 28

地域一体となった持続可能な観光地域づくりの推進
観光庁参事官（外客受入）
国土交通省総合政策局地域交通課、道路局安
全・防災課、道路局参事官（自転車活用推進）

29

DMO総合支援事業 観光庁観光地域振興課 30

地域の観光資源充実のための環境整備推進事業 観光庁観光資源課
国土交通省 都市局公園緑地・景観課 31

質の高い消費と投資を呼び込むためのデジタルノマド誘客促進事業 観光庁 観光資源課 32
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事業名 担当省庁・課室 頁
インバウンド・観光関連（観光庁予算）

パーク＆レールライドによる観光地の混雑緩和事業 国土交通省 鉄道局鉄道サービス政策室 33

ローカル鉄道観光資源活用促進事業 国土交通省 鉄道局鉄道事業課 34

地域観光資源の多言語解説整備促進事業 観光庁 観光資源課 35

多様な食習慣や文化的慣習を持つ訪日外国人旅行者の受入環境整備に向けたモデル事業 観光庁参事官（外客受入） 36

廃屋撤去・再生による地方温泉地等のまちづくり支援事業 観光庁観光産業課 37

オーバーツーリズム対策等観光交通確保事業 国土交通省 総合政策局地域交通課 38

地方誘客促進に向けたインバウンド安全・安心対策推進事業 観光庁 参事官（外客受入） 39

観光需要分散のための地域観光資源のコンテンツ化促進事業 観光庁観光資源課 40

全国の観光地・観光産業における観光DX推進事業 観光庁観光産業課 41

ユニバーサルツーリズムの促進に向けた環境整備 観光庁観光産業課 42

観光地・観光産業における省力化・省人化等促進事業 観光庁参事官（旅行振興）、観光産業課 43

新たな交流市場・観光資源の創出事業 観光庁 参事官（旅行振興） 44
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国立公園利用拠点滞在環境等上質化事業 令和７年度予算額
21.0億円（21.4億円）

【事業イメージ】

【事業実施スキーム】

【事業内容】

【事業目的・背景・課題】

撤去前の廃屋
（大山隠岐国立公園）

【令和７年度見直し内容】
・滞在体験魅力向上に重点的に取り組む利用拠点において、
景観阻害施設の撤去など面的な滞在環境改善への支援拡充
・社会的課題、ニーズの変化を踏まえた補助内容の見直し

・事業形態：直轄事業（Ⅱ①のみ）、補助事業（補助率1/2※）
※利用拠点整備改善計画の策定支援は2/3

・請負先/補助対象：民間事業者、都道府県、市町村等
・事業期間：令和元年度～

国立公園の利用拠点には、良好な自然環境、日本的な文化や人の営みの特徴など、旅行者を惹き付けるポテンシャルを有している。一方で、インバ
ウンド対応や個人旅行へのシフトなど旅行ニーズの変化に対応できておらず、また廃屋化した建物が魅力を著しく低下させているなど自然環境と地域
独自の文化が相まった魅力を旅行者が十分に体感できていない。
また、第24回観光立国推進閣僚会議（R6.7）にて、2031年までに全ての国立公園で、地域の理解と環境保全を前提に、世界水準のナショナルパー

ク化を実現すべく、民間活用による滞在体験の魅力向上の取組を展開することとなった。
以上より、インバウンドの地方への誘客促進等の観光促進のため、引き続き計画に基づき事業を推進する必要がある。

廃屋を撤去し、跡地に民間事業者が新たな施設
（カフェ、休憩テラス等）を整備

利用が低下していた施設をリニューアルし、観光拠点として滞在環境を上質化

○国立公園利用拠点の上質化のため、地域関係者が策定する利用拠点計画に基
づき、新たな民間投資を呼び込み、地域が一体となって面的な整備改善を図
る取組を推進する。

○具体的な調査内容・補助対象事業は以下のとおり。
１ 利用拠点計画策定支援
２ 利用拠点計画に基づく整備事業

①廃屋の撤去 ②インバウンド機能向上 ③まちなみの改善
④既存施設の観光資源化 ⑤引き算の景観改善
⑥利用拠点滞在環境改善事業（仮称）【新設】

３ 自然景観地の核心地の上質化事業
建物の外装、内装、設備の改修 等
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国立公園等多言語解説等整備事業 令和７年度予算額
5.0億円（14.5億円）

【事業イメージ】

【事業実施スキーム】

【事業内容】

【事業目的・背景・課題】

撤去前の廃屋
（大山隠岐国立公園）

【令和７年度見直し内容】
・野生生物関係施設の多言語解説整備
・魅力的な多言語解説整備のための地域支援等
・同時音声翻訳技術の一部導入

・事業形態：直轄事業・補助事業（補助率：2/3）
・請負先/補助対象：民間事業者/地方公共団体・DMO・観光協会等

国立公園、国定公園等の自然体験拠点における案内板やビジターセンター・世界遺産センター等の展示物については、主に日本語での
解説が多く、外国人旅行者に国立公園等の自然などの魅力が十分伝わらない。また、国立公園では一定の英語解説文整備が進みつつある
ものの、他の言語への対応は十分ではなく、また、国民公園、国定公園等においては多言語解説文整備が十分進んでいない。
訪日外国人利用者が多く見込める自然体験拠点における多言語化の効果を高め、施設・エリアの満足度の向上を図るには、国立公園、

国定公園、国民公園等の自然体験拠点を中心としたエリア一帯で取り組みを進めることが必要。

これまでの観光庁多言語事業の成果を活用しつつ、国立公園、国定公園、長
距離自然歩道等に加え国民公園、世界自然遺産の案内板やビジターセンター等
の展示物、その他各種関係コンテンツ等についてICTなども活用し、観光庁ガイ
ドラインの下で作成した英語等の多言語の解説文を活用しながら、多言語整備
にかかる設計から媒体化まで行い、外国人目線で分かりやすく魅力的な多様な
解説整備をエリア一帯で促進。

(１)国立公園等における多言語解説案内板・展示物等の整備
(２)モバイル媒体と連携したICT技術による多様な多言語解説等
(３)事業実施の効率化にかかる業務 
(４)同時音声翻訳技術の一部導入 
(５)自治体・民間団体等による多言語整備への補助
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【事業イメージ】

【事業実施スキーム】

【事業内容】

【事業目的・背景・課題】
○我が国固有の五感で感じる水や音、かおり等の自然資本（良好な環境）は、歴史・文化等の主要な構成要素であり、さらに、日本独自のものとして、インバウ
ンドの素材として重要。

○しかし、こういった地方観光の核となる素材が、観光地域作りに有効に活用されていない（見出されていない）ケースが多くあり、今後の地方観光の活性化に
向けて、これら眠った資源の磨き上げやツアー造成等は喫緊の課題である。

○また、インバウンド客の増加により、ごみの量やぽい捨てが増加し、観光地の魅力や資源を損ない、旅行者の満足度を下げるとともに、風雨等によるごみの移
動を通じて、他の観光地にも影響を広げることが懸念されている。

○そこで、水・大気・土壌といった自然資本を活かした観光施策とポイ捨てごみの発生抑制や回収等の対策のコンテンツ化等に取り組み、インバウンド誘客を促
進し、持続可能・リジェネラティブな観光地域作りを達成する。

（１）ウェルビーイングな観光地域づくりモデル事業
・インバウンド誘客に資する自然資本の磨き上げとその利活用を支援し、保護と利用が好循環する環境ウェルビー
イングツーリズムの推進を図る

（２）ウェルビーイングな観光地域づくりに向けた共創・ボトムアップ事業
・観光地域づくりに取り組む地域同士のノウハウ共有や、取組に関心のある企業等とのマッチングの場を提供（共
創事業）

・観光地域づくりに取り組む意欲はあるものの体制等が整っていない地域向けの研修会や有識者派遣、個別相談会
等を実施（ボトムアップ事業）

（３）ウェルビーイング観光地のプロモーション
・磨き上げを行ったウェルビーイングな観光地のプロモーションを実施。
（４）ぽい捨てごみ等発生抑制・対策推進モデル事業
・インバウンド客による観光地のポイ捨てごみの発生抑制や、誘客に資する海ごみ等を活用したコンテンツ化等の
対策の検討・実施と効果検証を地域一体となって実施

（５）ぽい捨てごみ等発生抑制・対策の全国展開検討
・全国の観光地でインバウンド誘客のためのぽい捨てごみ等の発生抑制や対策を進めるためのガイドライン・事例
集等の検討や情報発信を行う

・事業形態：直轄事業
・請負先/補助対象：請負先：民間事業者、DMO 等
・事業期間：（１）～（３）令和７年度～ 、（４）～（５）令和８年度～

自然資本の磨き上げ（多言語対応等）やプロ
モーションを行うことで、インバウンド誘客に
つなげるとともに、保護と利用が好循環する環
境ウェルビーイングツーリズムを推進

河川・海ごみの回収を水上アクティビティとし
て実施（カヤックツアー）や、インバウンド向
けリサイクルボックスの開発・設置 26

ウェルビーイング観光推進事業 令和８年度予算（案）
3.0億円（1.5億円）
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